
角館總鎮守

神 明 社

九月七日 当日祭・宵宮祭
八日 御神輿渡御祭

神明社例祭
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財

ユ
ネ
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無
形
文
化
遺
産

10：00
角館神明社例祭
「当日祭」

神明社例祭
「当日祭」「宵宮祭」

例祭は神明社最大のお祭り（9月7日・8
日）。本殿の扉が開かれ拝殿にて雅楽と
共に修祓の儀、祝詞奉上、玉串奉典、神楽
奉納など2時間に及ぶ例祭が厳かに執り
行われます。曳山参拝の受付は午後4時
からです。

午後4時、のろし花火と共に張番が開かれ、曳山
が町南側にある神明社に向けて動き出します。
この日は神明社参拝が全曳山の大目的。一列棒
状に並ぶ様は圧巻。

お祭りのみならず初詣などでも多くの参拝者が
訪れる天照大神を祀る伊勢信仰神社。地域では
古くから「お伊勢さん」と呼ばれ、角館總鎮守と
して信仰を集めています。9月7日に例祭当日
祭・宵宮祭。8日に例祭神幸祭が行われます。

各曳山の参拝・奉
納が続くなか、拝
殿では宵宮祭が
行われます。

20：00
角館神明社例祭
「宵宮祭」

よい　みや

16：00
角館神明社参拝

全曳山が神明社に
参拝、囃子と踊り
を奉納します。長
い石段の上にある
拝殿で責任者（白
タスキ）が参拝。若
者達は頭を垂れて
お祓いを受けま
す。全曳山が参拝
を終えるのは深夜
に及びます。

　
軽
快
な
お
や
ま
囃
子
、
秋
田
お
ば

こ
達
の
艶
や
か
な
手
踊
り
、
そ
し
て

勇
壮
な
や
ま
ぶ
っ
つ
け
で
名
高
い
角
館

の
お
祭
り
。
約
四
百
年
の
伝
統
を
誇

り
、
平
成
三
年
に
「
角
館
祭
り
の
や

ま
行
事
」
と
し
て
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、

昨
年
十
一
月
に

は
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
、
や
ま
行
事
は
角
館
神
明
社

（
九
月
七
・
八
日
）
と
薬
師
堂
（
九
月

八
日
・
九
日
）
の
お
祭
り
に
合
せ
て
、

三
日
間
に
渡
り
行
わ
れ
ま
す
。

　
各
丁
内
か
ら
十
七
台
の
曳
山
が
繰

り
出
し
、
七
日
は
夕
刻
か
ら
神
明
社
へ

の
参
拝
。
八
日
昼
は
佐
竹
の
お
殿
様
へ

の
上
覧
。
八
日
と
九
日
は
薬
師
堂
へ
の

参
拝
を
目
的
と
し
て
運
行
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
目
的
を
終
え
帰
途
に
着
い
た

曳
き
廻
し
の
折
り
、
曳
山
同
士
が
ハ
チ

合
わ
せ
に
な
る
と
通
行
の
優
先
権
を

巡
り
曳
山
の
威
信
を
か
け
た
「
交
渉
」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
交
渉
が
決
裂

し
た
と
き
、
実
力
行
使
の
や
ま
ぶ
っ
つ

け
と
な
り
、
祭
り
は
最
高
潮
を
迎
え

ま
す
。

ユネスコ登録証明状

9月7日神
明
社
に
全
曳
山
が
参
拝
。

一
列
棒
状
に
並
ぶ
様
は
圧
巻
。

神
明
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7日のやま行事概要

角館總鎭守 神明社

張 

番
hはりばん

　
祭
典
期
間
中
、

そ
の
丁
内
の
祭

典
行
事
全
て
を

取
り
仕
切
る
権

限
を
持
つ
の
が

張
番
で
す
。呼

び
名
の
由
来
は
、

角
館
町
は
藩
政

時
代
か
ら
丁
内
単
位
の
強
い
自
治
意
識
が
あ
り
、

当
番
、門
番
の
よ
う
に
祭
典
行
事
の
調
整
や
維
持

管
理
、保
安
等
を
行
う
た
め
に「
番
を
張
る
」か
ら

張
番
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
町
に
は
三
十
余
り
の
丁
内
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に

張
番
が
あ
り
ま
す
。八
日
に
は
神
明
社
、九
日
は
薬

師
堂
の
御
神
輿
が
全
て
の
丁
内
に
巡
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
御
神
輿
を
お
迎
え
す
る
最
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。内
部
に
は
神
明
社
、薬
師
堂
の
掛

け
軸
が
掲
げ
ら
れ
、お
供
え
物
を
置
き
、厳
か
に
巡

行
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　
ま
た
、曳
山
へ
の
運
行
指
示
の
権
限
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
丁
内
に
入
る
た
め
に
は
張
番
の
許
可
が
絶
対

条
件
で
、曳
山
を
境
界
手
前
で
止
め
、交
渉
員
が
入

丁
許
可
の
お
伺
い
を
立
て
ま
す
。許
可
が
下
り
る

と
丁
内
を
賑
や
か
し
な
が
ら
運
行
し
、張
番
に
踊

り
を
披
露
し
、境
界
を
出
る
と
き
も
き
ち
ん
と
、お

い
と
ま
の
ご
挨
拶
を
し
て
次
の
丁
内
に
進
行
し
ま

す
。丁
内
運
行
中
も
状
況
変
化
や
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
た
場
合
は
張
番
に
赴
き
報
告
や
支
持
を
仰
ぐ
の

が
し
き
た
り
で
す
。

　
張
番
は
祭
り
に
お

い
て
絶
対
的
な
権
限

を
持
つ一方
で
、祭
り

の
華
で
あ
る
曳
山
の

ス
ム
ー
ズ
な
曳
き
廻

し
を
演
出
す
る
調
整

役（
裏
方
）で
も
あ
る

の
で
す
。

9月7日・8日・9日9月7日・8日・9日
秋田県仙北市角館町秋田県仙北市角館町

そ
れ
は
神
を
迎
え
、

共
に
楽
し
み
分
か
ち
合
う
ハ
レ
の
日
。

勇
壮
か
つ
華
麗
に
、

今
年
も
伝
承
の
祭
り
が

み
ち
の
く
の
小
さ
な
町
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
―
。
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